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令和６年度 ９月補正予算案の概要 

県立特別支援学校に通学する医療的ケア児の通学支援の充実や新生児マススクリーニング検査の対象拡大のた

めの予算措置を講じるとともに、公共事業の追加など当面対応すべき事業について補正予算を編成した。 

【補正予算の内容】 

（１）県立特別支援学校に通学する医療的ケア児の通学支援の充実

（２）新生児マススクリーニング検査の対象拡大

（３）公共事業の追加、適正工期の確保

資料２ 
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１ 補正予算額 
 

区 分 補 正 前 補 正 額 計 

一 般 会 計（第１号） ２兆１，１９７億４，４００万円 ５０億１，１５６万２千円 ２兆１，２４７億５，５５６万２千円 

特 別 会 計 １兆２，２２６億３，８００万９千円 － １兆２，２２６億３，８００万９千円 

公営企業会計    ２，１２１億４，７１１万５千円 －     ２，１２１億４，７１１万５千円 

合 計 ３兆５，５４５億２，９１２万４千円 ５０億１，１５６万２千円 ３兆５，５９５億４，０６８万６千円 

 

 

２ 補正予算の財源内訳（一般会計） 
 

歳 出 

財 源 内 訳 

国庫支出 金（＊） 分担金及び負担金 繰 越 金 諸 収 入 県 債 

５０億１，１５６万２千円 ２５億３，５３８万９千円 １億５７６万２千円 ２億６，２８５万７千円 ７，３５５万４千円  ２０億３，４００万円 

 

＊ 国庫支出金の主な内訳 

   ・社会資本整備総合交付金           １３億１，２４９万３千円 

   ・街路改良事業費補助金             ４億８，５０７万７千円 

   ・道路改築事業費補助金             ２億３，８７０万円 

   ・母子保健衛生費補助金                ７，０６９万２千円 

   ・教育支援体制整備事業費補助金           ２，３８４万４千円 
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３ 補正予算の内容 

（１）県立特別支援学校に通学する医療的ケア児の通学支援の充実 ７，１５３万３千円 

ア 通学支援の充実による保護者の経済的負担の軽減 ７，１５３万３千円 

スクールバスを利用できない医療的ケア児が福祉タクシー等を利用する場合に同乗する看護師の費用負担

に係る支援に必要な費用を追加で措置する。 【教育局】 

（２）新生児マススクリーニング検査の対象拡大  １億４，１３８万５千円 

ア 新生児マススクリーニング検査に関する実証                １億４，１３８万５千円

国の実証事業に参加し、重症複合免疫不全症及び脊髄性筋萎縮症の２疾患を追加した新生児マススクリー

ニング検査の対象を県内医療機関等（さいたま市を除く。）で出生した全新生児に拡大する。【保健医療部】
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（３）公共事業の追加、適正工期の確保  ４７億９，８６４万４千円 

ア 公共事業の内定増に伴う追加工事の実施

（ア）道路・街路事業（５８箇所）  ３９億２，９５５万８千円 

【県土整備部】 

（イ）河川事業（１１箇所） ８億６，９０８万６千円 

【県土整備部】 

イ 適正工期の確保＜繰越明許費の設定＞    １１２億９，７６１万６千円 

【総務部】【県土整備部】【教育局】 




